
平成１９年度
第１回利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会
（春季定例会）の開催結果について

記者発表資料

利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会(春季定例会)開催される
今 後 の 対 策 等 に つ い て 確 認

１．開催状況 日時：平成１９年４月２０日（金）１０：００～１１：００

場所：国土交通省関東地方整備局 １４階 災害対策本部室
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群馬県、栃木県、水資源機構

。協議会の目的：利根川水系の渇水時における円滑な水需給の調整を図る

２．現状と今後の見通し（詳細は、別添概要書参照）

・ダムの貯水状況 平年並み以上

・積雪の状況 山岳部以外では、平年より早い消雪

・今後の見通し ダムからの補給開始が平年より早まる見込み

３．今後の対策（詳細は、別添概要書参照）

・ダム等水資源開発施設については、きめ細かな水運用を行っていく。

・必要に応じて、節水協力の要請と取水制限等の機動的な対応を行っていく。
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平成１９年度第１回利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会
（春季定例会）の開催結果について（概要）

１．ダムの貯水状況・積雪状況と今後の見通し

首都圏の水ガメである利根川上流８ダムと鬼怒川上流３ダムの４月１９日時点の貯水量は、表の

とおりであり、平年並み以上です。

貯水量（貯水率） 平年比 備 考

利根川上流８ダム ３億１，５１１万㎥ ９５％ 平年並み

（４月１９日９時） （６８％）

鬼怒川上流３ダム １億６，９９８万㎥ １０７％ 平年を上回る

（４月１９日０時） （９４％）

今冬の利根川上流域の積雪状況は、表のとおりであり、暖冬の影響もあり奈良俣ダム地点で平年

より１ヶ月早い消雪、尾瀬沼地点で平年の９割程度となっています。

積雪深 累加降雪量 備 考

（平年比） （平年比）

奈良俣ダム地点 ０ｃｍ ７４３ｃｍ 本年は、平年（５月１７日）

（４月１９日９時） 平年４５ｃｍ （６１％） より１ヶ月早い４月１２日に（ ）

消雪しました。

尾瀬沼地点 １６４ｃｍ ９３３ｃｍ 現在、平年の９割の積雪（平

（４月１９日９時） （８５％） （６８％） 年の消雪は、６月１５日）

今後、奥利根５ダム（矢木沢ダム、奈良俣ダム、藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム 、渡良瀬貯水）

池は、融雪水により満水になる見込みですが、流域全体としての融雪量が少ないと見込まれること

から、ダムからの補給が早まることが予想されます。また、下久保ダム、草木ダムについては、融

雪水がほとんどなく、融雪水により満水になることは期待できません。このため、今後の降雨状況

によっては、利根川上流８ダムの貯水量が不足することも考えられます。

２．今後の対策

①今後 本年の利根川上流域の積雪状況や降雨 農業用水や都市用水の水利用を十分考慮して 既存、 、 、

施設等を広域的かつ効果的に活用し、きめ細かい運用を行っていきます。

このため 上流ダム群の貯水量の状況や積雪状況等の情報提供を引き続き 積極的に行っていきま、 、

す。

②利根川渇水対策連絡協議会としては 現在のダム等の水供給能力が 首都圏の水需要の大きさに対、 、

して十分とはいえない状況にかんがみ、さらに幅広い広報活動を通じて節水の協力を要請していき

ます。また、取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的に行っていきます。

、 、 。※ ダムの貯水量及び貯水率の情報を 電話応答サービスにより リアルタイムに提供しています

どうぞご利用下さい。

・利根川上流８ダム 電話番号 027－255－5692

五十里ダム 電話番号 0288－78－0440

・鬼怒川上流３ダム 川治ダム 電話番号 0288－78－0908

川俣ダム 電話番号 0288－96－0288

※ ホームペ－ジでもダムの情報をお届けしています。

http://www.ktr.mlit.go.jp/（首都圏の水資源情報 他）
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平成１９年度第１回利根川水系渇水対策
連絡協議会幹事会（春季定例会）資料

利根川上流ダム群等の現況と今後の対策（案）について

奈良俣ダム管理所より尾瀬方面を望む(H19年4月12日撮影）

平成１９年４月２０日

関 東 地 方 整 備 局
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１．利根川上流ダム群等の現況

１）利根川水系

（１）降水量
平成１８年の利根川栗橋上流域の降水量の特徴は、１月から６月は平年並の降雨となり、７月は平成

18年７月豪雨の影響により３３１mm（平年１９４mm）と平年を大幅に上回り、７月の降水量としては、
昭和２３年以降で２番目に多い降水量となりました。
８月、９月は平年を下回る降水量となりましたが、１０月から１２月は、平年を上回る降水量となり

ました。
平成１９年に入ると少雨で、１月と２月、３月は、それぞれ３４㎜（平年４４㎜ 、２１㎜（平年４）

７㎜ 、３８㎜（平年６７㎜）と、いずれも平年を下回りました。１月から４月１８日までの累加降水）
量は１４１mm（平年１月～４月までの累加２４６mm）と平年の５７％となっており、昭和２３年以降で
２番目に少ない降水量となっています。 （図－１、表－１参照）

図－１

表－１ 利根川栗橋上流域平均降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘 要
利根川夏渇水昭和62年 22 33 62 14 89 91 204 186 252 73 39 26 1,091

〃平成２年 31 66 71 119 58 74 118 193 326 143 183 31 1,413
〃平成６年 27 50 52 23 139 107 104 153 346 87 26 29 1,143

利根川冬夏渇水平成８年 26 35 68 47 98 117 155 78 217 80 55 23 999
利根川冬渇水平成９年 33 33 59 74 179 173 170 167 206 14 94 20 1,222
利根川夏渇水平成13年 79 35 75 23 136 176 116 366 321 173 46 23 1,569

平成18年 46 68 57 75 117 176 331 126 180 218 97 123 1,614
平年 44 47 67 88 117 176 196 208 209 124 59 37 1,372
(S23-H18)
平成19年 34 21 38 48 141
平年比(% 77 45 57 54 10）

平成１９年４月１８日まで
※ 利根川取水制限実施月（一時緩和含む）．

２※．栗橋上流域面積 16,840㎞
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（２） 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪状況
、 、 、利根川上流域の降雪状況は ３月１０日迄は少雪が続き 奈良俣ダム地点の積雪深は平年の２３％

尾瀬沼地点の積雪深は平年の６８％と平年を下回っていましたが、３月１１日からの降雪により、奈
良俣ダム地点では平年の６６％、尾瀬沼地点では平年値まで回復しました。しかし、過去最小の積雪
となった奈良俣ダム地点の積雪は、平年より約１ヶ月程度早い４月１２日に消雪が確認されました。
平成１９年４月１９日９時現在の尾瀬沼地点の積雪深、累加降雪量は、それぞれ、１６４㎝（平年

の８５％ 、９３３cm（平年の６８％）と平年を下回っています （表－２、図－２参照）） 。
表－２ 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪深・累加降雪量図

観測所名 時 点 日降雪量 積雪深 今期最大積雪深 累加降雪量
101cm(3/14)平成１９年４月１９日９時現在 ０㎝ ０㎝ ７４３㎝

Ｈ３年度～Ｈ１８年の
奈良俣
ダム地点 ４５㎝ １,２０９㎝

４月第４半旬末平均値
266cm(3/13) ９３３cm平成１９年４月１９日９時現在 １㎝ １６４㎝

尾瀬沼
地点 Ｓ２９年度～Ｈ１８年の １９３㎝ １，３７３㎝

４月第４半旬末平均値

図－２ 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪深・累加降雪量図

※過去のデータは半旬末の値 平成１９年４月１９日９時現在
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（３）各観測所の積雪深の状況
図－３ 積雪観測所位置図

奥利根の積雪深は、標高の低い
、 、観測所では 消雪となっていますが

標高の高い観測所では、平年の５割
～９割の積雪があります。

（図－３、図－４参照）

図－４ 各観測所の積雪深状況

平成１９年４月１８日９時現在
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（４）利根川上流ダム群の貯水状況
、 、 、平成１８年の利根川上流８ダムは 前年の１１月から補給が続き ２億３７４万ｍを補給した結果3

３月１７日には８ダム体制となった平成４年度以降で２番目に少ない貯水量１億５，１７０万ｍ、貯3

水率３３％まで低下しました。その後、融雪の貯留等により、５月１７日には下久保ダムを除いて、ほ
ぼ満水（３億９，８９２万ｍ、貯水率８６％）となりました。3

以降補給となりましたが、夏期制限に移行してからもほぼ平年並みで推移し、７月２２日には梅雨前
線（平成18年７月豪雨）の影響により、３億４，０９２万ｍ、貯水率９９％と満水となりました。3

８月に入ると少雨の影響により再び補給となり、１億６７２万ｍを補給した結果、９月１１日には3

貯水量２億３，０２６万ｍ、貯水率６７%まで低下しました。それ以降、降雨の影響に伴い貯水量は回3

復傾向にありましたが、非洪水期に移行した１０月に入ってからは、前線や低気圧の降雨により、貯水
量は大幅に回復しました。また、１２月にも降雨がありこの時期としては、平成４年以降で最も多い貯
水量となりました。
平成１９年に入ると、少雨の影響で河川流況が減少し、１月１９日から補給となり、３月２８日まで

の間に、矢木沢ダムの容量を超える約１億３，０００万ｍの補給を行いました。3

以降、降雨や融雪水の貯留に努め、平成１９年４月１９日９時現在の貯水量は、３億１，５１１万ｍ
、常時満水容量４億６，１６３万ｍに対して６８％、平年の貯水量３億３，２６８万ｍに対して９５3 3 3

％と、平年並みとなっています （表－３、図－５参照）。

表－３ 利根川上流８ダム貯水量
平成１９年４月１９日９時現在

ダ ム 名 有 効 容 量 貯 水 量 貯 水 率 前日補給量
（万ｍ） （万ｍ） （％） （万ｍ /日）3 3 3

矢木沢ダム １１，５５０ ４，６７８ ４１ ５１
奈良俣ダム ８，５００ ７，３０８ ８６ －４５
藤原ダム ３，１０１ １，３４４ ４３ １２
相俣ダム ２，０００ １，３７２ ６９ －２８
薗原ダム １，３２２ ２０７ １６ ７１
下久保ダム １２，０００ １１，１２８ ９３ －１２
草木ダム ５，０５０ ４，３７７ ８７ －３４
渡良瀬貯水池 ２，６４０ １，０９７ ４２ －４２
８ダム合計 ４６，１６３ ３１，５１１ ６８ －２７

１．有効容量は、常時満水容量。
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差 （プラスの場合はダムの集水区域からダム。
へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）

図－５
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（５）今後の流出量の予測
１．最大積雪深と補給開始日の関係

利根川上流ダム群からの補給開始は、記録的な暖冬と少雪の影響で、早ければ平年より１週間
早い、５月１４日頃からと予測されます （図－６参照）。

図－６ 尾瀬沼最大積雪深と補給開始日の関係

２．融雪出水と補給の予測
ダムからの補給開始を５月１４日からと想定し、少雨により平成６年、平成８年と同様のダム補

（図－７参照）給となった場合には、厳しい水運用が予想されます。
図－７ 補給予測図
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（６）北千葉導水路の運用
平成１９年３月１日から、利根川の流況が豊富で、江戸川の流況が低減した時に、累計約９８０万ｍ
の導水を実施しました。その結果、上流ダム群の約２，３００万ｍに相当する貯水量を温存し、江戸3 3

川の取水の安定を図りました。また、平成１８年度３月の月間導水量としては、運用を開始した平成１
２年度以降で最も多い導水量となりました。 （表－４、図－８参照）

3表ー４ 北千葉導水路年間導水量 単位：万ｍ

図ー８

（６）渡良瀬貯水池の現状
渡良瀬貯水池は水質改善等のため、平成９年から利根川の流況を見ながら「干し上げ」を行っていま

す。今年も干し上げを行い、現在は貯留を行っています。平成１９年４月１９日９時現在の貯水量は、
１，０９７万ｍ、常時満水容量２，６４０万ｍに対して４２％、平年の貯水量２，０１７万ｍに対し3 3 3

て５４％と平年を下回っています （図－９参照）。

図－９
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２）鬼怒川水系

（１）降水量
平成１８年の鬼怒川佐貫上流域平均降水量は、１月から６月は平年を下回りましたが、７月は３１２

mm（平年２２１mm）と平年を大幅に上回りました。
８月は９０mm（平年２８８mm）と平年を大幅に下回り、８月の降水量としては、昭和４７年以降で最

も少ない降水量となりました。９月は平年並みとなり、１０月から１２月は平年並を上回るの降水量と
なりました。
平成１９年に入ると少雨で、１月と２月、３月は、それぞれ３１㎜（平年５０㎜ 、１５㎜（平年５）

４㎜ 、２１㎜（平年７６㎜）と、いずれも平年を下回りました。１月から４月１８日までの累加降水）
量は８５mm（平年１月～４月までの累加２８５mm）と平年の３０％となっており、昭和４７年以降で最
も少ない降水量となっています （図－１０、表－５参照）。

図－１０

表－５ 鬼怒川佐貫上流域平均降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計
昭和６２年 21 34 127 21 121 134 186 156 321 121 38 21 1,301
平成２年 35 89 79 164 53 111 109 338 394 195 220 66 1,853
平成６年 15 118 77 21 126 103 159 218 551 122 25 48 1,583
平成８年 46 69 79 67 113 103 176 109 211 66 65 36 1,140
平成９年 46 55 74 52 145 272 234 114 274 17 215 27 1,525
平成１３年 56 13 34 13 116 185 147 484 610 225 62 35 1,980
平成１８年 32 34 36 50 111 167 312 90 260 212 118 78 1,500
平年(S47－H18) 50 54 76 105 120 178 224 282 273 143 93 39 1,637
平成１９年 31 15 21 18 85
平年比(％) 62 28 28 17 5

平成１９年４月１８日まで
２※．鬼怒川佐貫上流域面積 940㎞
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（２）鬼怒川上流ダム群の貯水状況
平成１８年の鬼怒川上流３ダムの貯水量は、４月以降は平年を上回る貯水量で推移し、非洪水期に移

行した１０月に入ってからは、前線や低気圧の降雨により、貯水量は大幅に回復しました。また、１２
月にも降雨がありこの時期としては、昭和６０年以降で最も多い貯水量となりました。
平成１９年も、平年を上回る貯水量で推移し、４月１５日には、貯水量１億７，２４９万ｍ、貯水3

率９６％に達し、以降、下流の必要量を満足させるため補給となっています。
平成１９年４月１９日０時現在の貯水量は、１億６，９９８万ｍ、常時満水容量１億８，０３４万3

ｍに対して９４％、平年の貯水量１億５，８８３万ｍに対して１０７％と平年を上回っています。3 3

また、平成１８年１０月に竣工し、平成１９年３月１日から運用を開始した鬼怒川上流ダム群連携事
、 ． 。（ 、 ）業により ダム下流の男鹿川の維持流量０ ７m /sを１m /sに改善しています 表－６ 図－１１参照3 3

表－６
鬼怒川上流３ダム貯水量

平成１９年４月１９日０時現現在
ダム名 有効容量 貯 水 量 貯水率 前日補給量 適 用

（万ｍ） （万ｍ） （％） (万ｍ /日)3 3 3

五十里ダム ３，１２３ ２，７４９ ８８ ７３
川俣ダム ７，３１１ ７，１７５ ９８ ３
川治ダム ７，６００ ７，０７４ ９３ －４
３ダム合計 １８，０３４ １６，９９８ ９４ ７２

１．有効容量は、常時満水容量。
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差 （プラスの場合はダムの集水区域からダム。
へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）

図－１１
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３）荒川水系

（１）降水量
平成１８年の荒川秋ヶ瀬上流域の降水量は、３月から６月にかけて少雨となりました。７月は平年を

上回る降水量となり、８月、９月は平年を下回りましたが、１０月から１２月は平年を上回りました。
平成１９年に入ると、１月と２月、３月は、それぞれ２７mm（平年３５mm 、１０mm（平年４０mm 、） ）

２６mm（平年６８mm）と、いずれも平年を下回りました。１月から４月１８日までの累加降水量は１４
２mm（平年１月～４月までの累加２３６mm）と平年の６０％となっており、昭和４０年以降で５番目に
少ない降水量となっています （図－１２、表－７参照）。

図－１２

表－７ 荒川秋ヶ瀬上流域平均降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計
昭和６２年 16 29 66 8 66 88 146 103 280 91 46 36 975
平成２年 22 67 83 138 48 55 77 228 473 134 301 31 1,657
平成６年 42 44 64 25 111 103 152 142 344 119 21 24 1,191
平成８年 1 22 55 62 80 47 204 32 314 74 57 17 965
平成９年 21 13 57 70 187 168 148 72 204 7 87 21 1,055
平成１３年 98 17 98 30 179 120 69 279 444 247 67 9 1,657
平成１８年 22 67 38 59 121 125 229 127 190 305 87 129 1,499
平年(S40－H18) 35 40 68 93 112 158 185 223 229 145 61 28 1,377
平成１９年 27 10 26 79 142
平年比(％) 77 25 38 85 10

平成１９年４月１８日まで
２※．荒川秋ヶ瀬上流域面積 2,021㎞
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（２）荒川３ダムの貯水状況
平成１８年の荒川３ダムの貯水量は１月から、平年以上の貯水量となっていましたが、少雨の影響に

より、８月下旬から補給となり、９月１１日には、３ダム体制となった平成１３年以降、最も少ない貯
水量となりました。
それ以降、降雨の影響に伴い貯水量が回復し、非洪水期に移行した１０月に入ってからは、前線や低

気圧の降雨により、貯水量は大幅に回復しました。また、１２月にも降雨がありこの時期としては、平
成１２年以降で最も多い貯水量となりました。
平成１９年に入ってからも、平年を上回る貯水量となっており、平成１９年４月１９日９時現在の貯

水量は、７，０６５万ｍ、常時満水容量８，６２０万ｍに対して８２％、平年の貯水量６，３９１万3 3

ｍ に対して１１１％と平年を上回っています （表－８、図－１３参照）3 。

表－８ 荒川３ダム貯水量
平成１９年４月１９日９時現在

ダ ム 名 有 効 容 量 貯 水 量 貯 水 率 前日補給量
（万ｍ） （万ｍ） （％） （万ｍ /日）3 3 3

二瀬ダム ２，０００ １，８７９ ９４ －５
荒川貯水池 １，０２０ １，０２５ １００ －３
浦山ダム ５，６００ ４，１６１ ７４ －１２
３ダム合計 ８，６２０ ７，０６５ ８２ －２０

１．有効容量は、常時満水容量。
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差 （プラスの場合はダムの集水区域からダム。
へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）

図－１３
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４）多摩川水系

（１）降水量
平成１８年の小河内ダム上流域の降水量は、２月と７月、１０月～１２月を除き、平年を下回りまし

た。
平成１９年に入り、１月と２月、３月は、それぞれは３９mm（平年４５mm 、３４mm（平年５６mm 、） ）

５３mm（平年９１mm）といずれも平年を下回りました。１月から４月１８日までの累加降水量は２１０
mm（平年１月～４月までの累加３０１mm）と平年の７０％となっています （図－１４、表－９参照）。

図－１４

表－９ 多摩川小河内ダム上流域降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計
平成１８年 28 118 65 91 100 119 301 153 204 206 98 111 1,595
平年(T14－H18) 45 56 91 109 121 182 214 255 246 171 78 44 1,612
平成１９年 39 34 53 84 210
平年比(％) 87 61 58 77 13

平成１９年４月１８日まで
※.端数処理の関係で合計欄の数値が合わないことがあります。

２※．小河内上流域面積 262㎞
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（２）小河内ダムの貯水状況
平成１９年の小河内ダムの貯水量は、平成１９年４月１９日７時現在で約１億４，８４３万ｍ、常3

時満水容量１億８，５４０万ｍに対して貯水率８０％となっています。3

また、平年の貯水量約１億４，６７１万ｍに対して、１０１％と平年並みとなっています （図－１3 。
５参照）

図－１５
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２．今後の見通し及び対策

（１）見通し
①．平成１９年４月１３日発表の気象庁の１か月予報によると、４月１４日から５月１３日の関東甲
信地方の降水量については 「平年並」となっており、３月２２日発表の気象庁の３か月予報によ、
ると、降水量は、４月は「平年並」か「少ない」となっており、５月は「少ない 、６月は「平年」
並」となっています。

１か月予報（平成１９年４月１３日発表）

３か月予報（平成１９年３月２２日発表）

②．利根川上流５ダムは、毎年４月から５月にかけて、降雨と融雪水により貯水量を大きく回復する
時期となっており、例年では５月の中旬にほぼ満水となります。
今年は、ダムの水源地となる山岳部では、平年を下回る積雪ではあるものの、今後、降雨と融雪

水により、矢木沢ダム、奈良俣ダム、藤原ダム、薗原ダム、相俣ダム、渡良瀬貯水池は満水となる
見込みですが、流域全体としての融雪量が少ないと見込まれることから、ダムからの補給が早まる
ことも予測されます。
また、下久保ダム、草木ダムは、平年並みの貯水量となっていますが、融雪水がほとんどなく、

融雪水により満水になることは期待出来ません。このため、今後の降雨状況によっては、利根川上
流８ダムの貯水量が不足することも考えられます。

③．鬼怒川上流３ダムは、４月１５日にほぼ満水となり、現在は下流の農業用水の需要を確保するた
めの補給を実施しております。今後も水需要期に必要な水量を確保するためダムからの補給を行っ
ていきますが、今後の降雨状況によっては、貯水量が不足することも考えられます。

（２）対 策
①［利根川水系における上流ダム群の貯水量の確保］

今後、本年の利根川上流域の積雪状況や降雨、農業用水や都市用水の水利用を十分考慮して、既
存施設等を広域的かつ効果的に活用し、きめ細かい運用を行っていきます。
このため、上流ダム群の貯水量の状況や積雪状況等の情報提供を引き続き、積極的に行っていきま

す。

②［利根川水系渇水対策連絡協議会の取り組み］
利根川渇水対策連絡協議会としては、現在のダム等の水供給能力が、首都圏の水需要の大きさに

対して十分とはいえない状況にかんがみ、さらに幅広い広報活動を通じて節水の協力を要請してい
きます。また、取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的に行っていきます。
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３．非洪水期における工事制限水位等について




